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2021 年度「第 2 次新型コロナウイルス特別助成」選後評 

 

公益財団法人小笠原敏晶記念財団 事務局  

 

当財団は 2020 年度より、文化・芸術分野への助成を開始致しました。2020 年度は、開始

早々に新型コロナウイルス感染拡大を受け、「新型コロナウイルス特別助成」を実施しまし

た。経済基盤が脆弱で不安定な立場に置かれている個人及びフリーランスを中心とした現

代美術を支える人々を対象に、特別緊急助成を行いました。これは民間助成財団として独自

の視点に立って、柔軟且つ簡易・ 迅速に支援する試みでした。 

 今年度になり展覧会等の活動の場は、再開されつつありますが、コロナ禍の中で制約の

ある場での活動を強いられており、それに対応する現代美術関係者の方々への支援を行う

こととしました。また新たに現代美術のエコシステム形成への寄与や貢献に対する活動を

されている方への支援も同時に行う事にしました。今年度も助成金の使途については、細か

く限定しないこととしました。 

 その結果、個人、団体・グループから 500 件近い応募をいただきました。選考委員によ

る厳正な審査の結果、100 件を採択し、総額 5,000 万円の助成金を支給しました。 

 当財団は、これからも日本の現代美術界の発展と継続につながる助成を行い、美術関係

者の皆様にとって、現状の困難を乗り越え芸術活動を継続し、未来へつながる支えとなるこ

とを心より祈っております。今後も文化・芸術分野への助成事業をひろげ、文化・芸術活動

を担う皆様に寄り添える助成プログラムを、引き続き実施していく所存ですので、今後とも

よろしくお願い申し上げます。 

 

≪ 申請状況 ≫ 

 4 月 15 日から 5 月 12 日までの約 4 週間の申請期間に、473 件（前年比：64％増）の申

請がありました。内訳は個人が 385 件、団体・グループが 88 件でした。昨年の採択者の

申請も個人、団体合計で 117 件あり、その内容は変わってきましたが、まだコロナ禍の困

難が続いている状況がわかりました。 

また活動地域は東京都を含む関東圏（全体割合：58.1%）を中心に、ほぼ全国の地域から

申請がありました。また、海外在住の方からの申請も今年は 21 件と昨年に比べると多くな

ってきました。こちらは昨年申請された海外在住の方々の情報共有によって増えたと考え

られます。 



 

 

≪ 選考プロセス ≫ 

助成の選考の視点として、昨年に続いて新型コロナウイルス感染拡大で、文化・芸術を取

り巻く環境は大きく変化しています。このコロナ禍での変化に適応する活動の内容や、現代

美術のエコシステムへの寄与・貢献の関わり、地域性や職種の多様性も考慮しました。また、

制作している作品や活動の質もさることながら、活動の経歴等も精査して、この助成を受け

ることで申請者のキャリアの向上につながるか、さらに、申請者から周囲への波及効果も選

考の項目に加えました。 

その上で募集要項にある①コロナ禍による活動への影響度、②活動実績、③申請活動と計

画の具体性、④現代美術のエコシステム形成への寄与・貢献、の 4 項目を 5 名からなる選

考委員会が審査を行いました。 

 

≪ 選考結果 ≫ 

採択された件数は、473 件中 100 件で、採択率は 21.1％となりました。 

採択者の内訳は、個人：82 件、団体：18 件でした。 

職種については、昨年はアーティスト（作家）が 約 7 割を占めていましたが、今年は約

5 割強で、それ以外の職種が多くなっています。今年度は、活動の継続だけではなく、コロ

ナ禍での変化に対応した活動も視野に入れたため、アーティストのみならず、キュレーター、

コーディネーターをはじめ、インストーラー、照明デザイナー、ギャラリー経営者、アート

プロジェクト・フェスティバルの企画運営団体、アーティスト・コレクティブ、アート系出

版社など、現代美術分野を支える幅広い職種での活動に対して採択しました。 

 



 

 

また採択者の活動地域は、東京都をはじめとする関東圏が 52 件と半数強を占めています

が、その他の地域や海外在住の方の採択も 10 件あり、地域の多様性も見られました。 

今年も昨年に引き続き、地域の文化インフラを担う案件もありましたが、当初想定していた

ほどの拡がりは見られませんでした。 

 

 

 

≪ 所感 ≫ 

申請書には昨年と同じく生活が不安定、または制作を継続するための環境が整わないと

いう訴えが多く記述されており、現代美術界の様々な課題が見えてくるとともに、ネットワ

ーク／グループでの連携・協働といった動きを読み取ることができました。 

また、「現代美術のエコシステム形成への寄与・貢献」という助成趣旨に的確に呼応する

活動内容も見られました。当財団は、この助成が現代美術のエコシステムの「循環」の「触

媒／潤滑油となる部分への支援」につながることを期待します。 

第 2 次新型コロナウイルス特別助成の審査を通じて、昨年度と同じく、文化・芸術関係者

に対する「セーフティネット」の重要性が再認識されました。当財団は、今後も「セーフテ

ィネット」への一助となるような助成事業を展開していきたいと考えています。 

 以上 

 

 



 

  採択活動名リスト 

1 既存プロジェクトの継続および新規プロジェクトの準備活動 

2 延期となった初釜ライブイベントの再開と活動継続のための制作活動 

3 ウィズコロナに対応した活動継続 

4 
感染症流行により延期された企画展「CIRCUM-SCRIBE」の実施 

およびオンライン配信やアーカイブ化への対応 

5 展覧会中止による収入減の補填、制作環境の整備、および新作のリサーチ 

6 コロナ禍に対応するための新たな作品開発と、個展および芸術祭参加の準備活動 

7 
コロナにより制作が遅延している初監督⾧編映画作品 

「Songs For My Son」の制作再開の為の補填 

8 企画のキャンセルに伴う収入減の補填及び制作継続のための資金 

9 延期となった企画展の再開、個展の準備活動 

10 多目的な創作スタジオの整備運用と制作の継続 

11 「ロシアへの道」プロジェクトの活動継続 

12 ヨーロッパ・日本で企画中の展覧会の延期による損失と活動費用の補填 

13 
制作活動と撮影の仕事の顧客を新規取得するための広報活動、アトリエ、 

機材維持等の補填費 

14 国内の限界集落の滞在調査、および作品制作 

15 熱海でのツアー型屋外グループ展覧会・音楽イベントプロジェクトの準備活動 

16 オープンワールドゲームの技術を活用した新作の制作・展示 

17 新作の個展開催と新規プロジェクトの開始 

18 延期となった蔦屋銀座企画の個展の再開 

19 延期となった金沢アートプロジェクトの再開 

20 現代美術を介した地域活性化の活動継続 

21 香川県小豆島における「道を開く」プロジェクト 第２期 

22 海外レジデンスと芸術祭の延期による収入源の補填と再開までの継続的な制作活動 

23 ウィズコロナに対応した活動継続とその成果発表としての展覧会企画 

24 新作プランの企画準備活動の再開及び、海外展へ向けての準備 

25 新潟県十日町市「大地の芸術祭」での地域芸術およびフィールドワークの実践 

26 南米のビエンナーレ「BIENALSUR 2021」の参加 

27 中断されていたオランダでの滞在制作の再開と発表 

28 新たな展開への制作 

29 協働制作の開催と作品展示のための準備 



30 
インドネシア音楽の演奏楽団とのコラボーレーションによる鋳造技法を用いた 

音響彫刻の制作 

31 東京ビエンナーレ「Praying for Tokyo 東京に祈る」プロジェクトの展示と記録 

32 展覧会延期による追加費用の補填と、制作場所などの拠点整備 

33 延期となっている台北でのプロジェクトおよび個展の準備と制作活動 

34 プロジェクト“クジラの地理的身体”のリサーチとオンラインによる活動の公開 

35 
上映会やアートフェア等の中止や変更による損害の補填および 

構想中の新しいプロジェクトとアーティスト・ブックの準備と制作 

36 オンラインによる制作とワークショップ 

37 中断した作品制作をより強固にするためのリサーチと新作の制作活動 

38 コロナ禍の孤立課題に取り組むアートプロジェクト 

39 コロナ禍で昨年実施できなかった制作・リサーチの再開 

40 
『ソーシャルインクルーシブ・アート』におけるアート支援の可能性  

ー オンライン発信による『ワークショップ＋制作＋展覧会』の往還型アートを用いて ー  

41 コロナ禍での活動継続とそのアーカイブ 

42 芸術活動資金の停止による、芸術活動の危機 

43 コロナ以後の環境に応答した新作の制作、展示活動の実践 

44 アーティストインレジデンス参加にあたっての必要経費として 

45 ウィズコロナに対応した活動継続 

46 コロナで影響を受けた活動費の補填、新たな活動に向けて 

47 延期となった展覧会の再開に向けての準備と制作活動 

48 コロナ禍による事業収入源の補填 

49 「かみこあにプロジェクト 2021」中止に伴う次年度開催に向けたプレ事業の拡充 

50 コロナ禍における活動の継続 

51 コロナによる来場者減少、開館日を減らしたことによる事業収入減の補填 

52 
コロナ禍への挑戦ーアートを介した地域との交流、オンライン発信の活用、 

制作継続の為のアトリエの改装修繕 

53 個展「Circle in Red」（仮）と冊子制作 

54 イデム・パリでのリトグラフ制作 

55 新しい取り組みである、作品集の国際共同出版に向けて 

56 製品開発と公開するために教材製作 

57 三田村光土里展の開催準備及び活動費 

58 これまでのプロジェクトの継続と共に、新しい制作環境と方法の模索 

59 キャンセルによる事業収入減の補填と新規制作に向けての活動 

60 新型コロナウイルスの影響を受けつつも場所性を活かした作品制作活動の継続 



61 
個展へ向けた新作制作と収入減となったレジデンス費用の補填、 

今年度参加する展示の記録制作 

62 延期となっている「永遠の６日後」制作の再開、展示 

63 
コロナを受けて、自分の表現について振り返る、相談する。 

延期となったアーティストインレジデンスを実行する。 

64 オーストリアと日本における制作・研究活動の継続・発展 

65 2020 年度に延期となった展示会再開の準備、作品集作成のための資金 

66 規模縮小となった京都での企画展の関連印刷物製作 

67 ウィズコロナに対応した活動継続とレジデンス事業の準備 

68 
延期・中止となった公演、展覧会による収入減と活動継続、オンラインツールを用いた、 

コロナ禍における持続可能なデジタルツールのリサーチ、及び発表 

69 展示にてコロナ対策において掛かった人件費の補填 

70 COVID-19 の影響で延期となった個展にむけた作品の制作 

71 ウィズコロナに対応した制作方法・発表の方策試案と実践 

72 
コロナウィルスの影響によって延期された、氷河・流氷リサーチプロジェクトの 

再開・継続 

73 オンライン展覧会 空白に満ちた世界 

74 延期による企画展の再開準備および保管費 

75 鷲ノ山アートプロジェクトの準備活動 

76 「さどの島銀河芸術祭 2021」参加と映画、インスタレーション制作 

77 コロナ禍における活動制限により生じた負債、損失の補填 

78 コロナ下における撮影取材の継続 

79 
延期となった TOKAS リサーチ・レジンデンス・プログラムへの参加と継続的な 

作品制作・発表 

80 「特別的にできない」リサーチ 

81 コロナ禍での活動継続と新たな表現の模索 

82 デコレータークラブの発表、活動継続、兵庫県立美術館での個展のコロナ対策 

83 信濃の国 原始感覚美術祭 2021－水のたまゆら 

84 コロナ禍における出版活動の継続 

85 ウィズコロナに対応した芸術祭の活動継続 

86 ウィズコロナに対応した ART BASE 百島の活動継続および事業収入減の補填 

87 延期となっていたトナリプロジェクトの再開 

88 「想いと時空（仮）」 S-AIR Exchange Programme 2021 

89 「てしまのまど活動報告展 記録と物語（仮題）」 

90 Youkobo, return from the pandemic.  



91 『T/IT: 不寛容について』公演のリメイクと再演 

92 
アートスクールやイベントのオンライン対応、キャンセルとなった事業収入や 

レンタル収入の減少の補填など 

93 中止となった企画展の再開と中止となったスクール事業の再開 

94 水戸のキワマリ荘活動継続 

95 コロナ禍における映像リテラシー普及プロジェクトの準備活動 

96 中止された通年活動の再開と継続 

97 奈良国際小さな映像祭と新しいアートエコシステム 

98 PARADISE AIR『MATSUDO "QOL" AWARD』を通じた活動継続 

99 ウィズコロナに対応した N-mark 活動継続 

100 
ウィズコロナ時代での成田空港圏の現代アート拠点の再形成と、海外との連携強化・

継続のための拠点整備 

 

 


